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「働き方改革」が目指すもの「医師の働き方改革」‘これまで’ と ‘これから’

・最優先事項は「労働時間の実態を正確に把握すること」

・宿日直許可の取得

・労働時間と自己研鑽の切り分け など

2024年３月31日まで

2024年４月１日から

・労働時間の正確な把握の徹底 (宿日直許可取得後、自己研鑽)

・タスクシフト／シェア、複数主治医制

・医師を含めた医療従事者の労働環境改善の取り組み など
２



「働き方改革」が目指すもの医療機関における労働環境の課題

 労働時間の記録や時間外労働の申請が適正に行われていない。

 労働時間の記録が実態と乖離している。(自己研鑽か？労働か？)

 診療を優先して過重労働になる医師がいる。

 労働時間と自己研鑽の時間の解釈が院内で統一できていない。

 宿日直、オンコールの呼び出し回数や対応業務の管理が難しい。

 副業・兼業を行う医師の勤務実態（労働時間）が把握しづらい。

 ベテラン医師と若手医師の意識の違い。
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「働き方改革」が目指すもの【取組手法／事例１】時間外労働申請の適正化

取組のきっかけ

医師の時間外時間の上限規制に対応するため、医師から出された申請時間と実態

を電子カルテ等で調査したところ、適正に時間外労働の申請がされていなかった

ため。

取組の内容

・原則、時間外労働は事前申請制であることを全職員に周知徹底。

・時間外労働の申請が出されていない医師のデスクの電気を院長自ら消灯点検。

取組の効果

全職員への周知に留まらず、院長自らが消灯点検を行う行動力により、医師を含

めた全職員の労働時間に対する意識に変化がうまれた。また、不必要な居残り残

業が減り、勤務時間内の労働生産性も向上している。
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「働き方改革」が目指すもの【取組手法／事例２】自己研鑽の労働時間該当性の整理

取組のきっかけ

これまでも『自己研鑽に関する区分表』は院内で周知されていたが「労働時間」

と「自己研鑽の時間」の解釈が個々の医師で異なり統一できていなかったため。

取組の内容

・自己研鑽をすることが多い若手医師を中心に自己研鑽の区分表を改めて作成。

・経験年数や専門分野ごとに区分表を細分化。

取組の効果

『自己研鑽に関する区分表』を細分化したことにより、個々の労働時間の公平性

を保つことができた。また、自己研鑽を行う医師、管理者である指導医が勤務時

間の適正化を意識するようになり、行動変容につながった。
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「働き方改革」が目指すもの【取組手法／事例３】若手医師による委員会発足

取組のきっかけ

若手医師が「医師の働き方改革」の取り組みについて関心が薄く、順調に働き方

改革を推進できなかったため。

取組の内容

・若手医師が中心の業務改善委員会を発足。

・継続的な発信を行う仕組みを構築し、積極的な意見を求めた。

取組の効果

労働環境に不満を持ちつつ、日々の診療科の業務に慣れることに精一杯で大変さ

と学ぶ楽しさを感じている若手医師が多いことがわかった。若手医師だけで働き

方の議論をすることで、ベテラン医師と一緒に議論するときとは違う意見が出て、

若手医師の勤務意欲を尊重した環境を検討することができ、また、ベテラン医師

の意識改革にもつながった。
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「働き方改革」が目指すもの【取組手法／事例４】医療DX・デジタル化

取組のきっかけ

2024年度診療報酬改正の基本方針において「医療DX」という文言が盛り込まれ

たこともあり、これからの時代を乗り切るためのツールにどう対応するか、院内

で議論が出始めたため。

取組の内容

・DX推進計画を立て、医療現場の人手不足問題を解消する切り札とした。

・DX推進の目的「限られた人数で質の高い仕事をする」を全職員と共有した。

取組の効果

システムを使いこなすスキルの個人差を解消するため、システムを増強するので

はなく、システムを使う職員の教育に力を入れている。特に病院経営の中核を担

う職員に対して、リスキリングに取り組んでいる。
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「働き方改革」が目指すもの~参考~ 勤務環境改善マネジメントシステム

出典：厚生労働省「医療分野の「雇用の質」向上のための勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き（改訂版）」「令和6年度第１回アドバイザー研修」資料より
８
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「働き方改革」が目指すもの~参考~ ７つのステップのポイント

９
出典：厚生労働省「医療分野の「雇用の質」向上のための勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き（改訂版）」「令和6年度第１回アドバイザー研修」資料より
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「働き方改革」が目指すもの~参考~ ７つのステップのポイント
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出典：厚生労働省「医療分野の「雇用の質」向上のための勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き（改訂版）」「令和6年度第１回アドバイザー研修」資料より
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「働き方改革」が目指すもの医療機関における労働環境改善にむけて
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 医療従事者の想いや考えを大切にしつつ、

「労働時間・労働生産性・医業収益・利益」を管理していくことが

重要。

 同時に「働く人の健康確保・モチベーションの維持・医療の質の

向上」も求められる。

 単に労働時間を削減するだけでなく、自己研鑽で自分のスキルを

向上させる時間やプライベートな時間を増やせる仕組みを構築し

ていく。

医療機関の「働き方改革」は、

医師を含めた医療従事者の意識改革と行動変容がカギ。
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ご清聴ありがとうございました。


